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１．研究計画の概要 
 本研究の目的は，グループ回想法が高齢者
の認知症予防および心理的 well-being の改
善に有効かどうかを検討することである。ま
た，どのように過去を回想することがより有
効であるのかを検討することである。 
 そして，１グループ回想法による介入研究
の実施，２質問紙調査による縦断研究，３語
られた逐語記録に対する内容分析という３
つの研究アプローチを通して，グループ回想
法が高齢者の認知症予防および心理的
well-being の改善に有効であるかを検討す
ることである。 
 
２．研究の進捗状況 
 上記の研究アプローチのうち，1 グループ
回想法による介入研究の実施については，当
初予定していた協力機関において条件を満
たす充分な参加者数を確保出来なかった。ま
た代表研究者の所属の異動により，新たな協
力機関を確保する必要があり，現在検討中で
ある。 
 ２質問紙調査による縦断研究については
データの収集および分析を終了し，その研究
成果を国内および国際学会で発表した。今後
は研究成果の論文投稿を行う。 
 そして３逐語記録に対する内容分析は，介
入研究でのデータ収集が未完了であるため，
現時点では進展していない。介入研究の今後
の進捗状況を鑑み，研究計画の見直しを検討
する必要がある。 
 
３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている。 
 （理由） 

 当初の計画を充分達成出来ておらず，遅れ
が見られる。その理由として，介入研究にお
ける研究対象者数が充分ではないこと，新た
な対象者の確保の見通しが現時点で立って
いないことがある。あわせて内容分析につい
ては計画の見直しを行う可能性がある。その
一方で，質問紙を用いた縦断研究はほぼ完了
しており，一定の成果が認められたと言える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 介入研究については，あらたな協力機関を
確保した上でさらなる研究参加者を確保す
るか，あるいは当初の研究計画（特に認知症
の予防効果に対する実証的検討について）の
部分的な見直しを行い，少数事例に対する認
知症の予防効果の検討に目的を修正する。そ
の上でこれまでの研究成果をまとめる。 
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